
語れるすごろく
学習指導案

◯すごろく内容物

・盤面1枚
・TALKカード15枚
・EVENTカード10枚
・サイコロ1個
・ルール説明書

(1セット当たり)

語れるすごろくとは
語れるすごろくは、対話をしながら行う
すごろく型の自己理解学習教材です。
ゲーム内での対話を通して他者と交流
し、そこで”違い”という刺激を得ること
によって、自己理解を促します。
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<45分授業の場合>
導入＿スライド1~10
ルール説明＿スライド11~20
プレイ＿スライド21
リフレクション_22~25
まとめ＿26~30

2分
3分
25分
12分
3分

１〜３で表すとどの程度か質問する。

全然自分のことを知らないと思う人は１、
普通だなと思う人は２、
よく知っているよと思う人は３の指を
挙げてもらう。
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わたがしは生徒に
『自分を知るって楽しい！』
と思ってもらう授業を心掛けていること
を伝える。

わたがしが作っている『語れるすごろく』を
使って授業を進めることを伝える。
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対話と、会話＝普通のおしゃべりの違いにつ
いて話す。

お互いのことを知ろうとする気持ちが大切な
こと、相手の話にちゃんと耳を傾ける、相手
のことを考えて話すことが大切であることを
伝える。
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語れるすごろくは、
「自分で自分のことを話す」
「友達の話を聞く」
これを繰り返すことで自分に対しての理解が
深まる、という考え方を大事にしていると
伝える。
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プレイの流れを軽く説明する。
スライドを流す程度。

盤面のセット方法を説明する。

※コマの用意ができているかの確認もここで
とる。
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※この時まだ手は動かさない。
　(スライド20からすごろくをはじめる)

語れるすごろくはカード引きながらおこなう
すごろくになっていることを伝える。
止まったマスと同じ色のカードを引くシステ
ムを説明する。

引いたカードは各止まったマスの上に置き、
進んできた足跡が見えるような形に残す。
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マス・カードは3種類あることを説明する。

TALKマスでは引いたカードのテーマに沿っ
て班員全員で対話をし、マスに止まった人の
みが話すわけではない部分に注意する。

例として、スライドにある
「もしも超能力が使えるなら？」
を挙げてもよい。

EVENTマスは自己理解学習を楽しく行うた
めのミニゲームのマスであることを伝える。

レベル１のカードは最近の自分について振り
返り、それによって進むか戻るかが変わるカ
ード。
レベル２のカードは一致、不一致によって進
むか戻るかが変わるカード。
無言でお互いの意見を揃えて、指を差し合い
ます。TALK同様例を挙げてもよい。
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STOPマスは全員が止まることを強調する。

STOPマスはTALK・EVENTで話した内容を
踏まえての振り返りのマスになっているた
め、TALKやEVENTと違い、一人でお題に答
えることに注意する。

対話をする上で大切にしてほしいこと、
守ってほしいことを伝える。
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プレイ中の画面。
様子を見つつ、25分程度プレイ時間をとる。

この時、ファシリテーション役として先生が
見回りを行う。
(先生の人数が確保できるのであれば、1班に
つき1先生、またはわたがしのスタッフがつ
いていることが望ましい。)

語れるすごろくで引き出した自分の要素を
整理するための振り返りを行う。
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用意したリフレクションシート(取扱説明書)
を配る。

空いている部分を埋めるように指示する。

利用者の皆様への部分はフリースペースにな
っているため、自由にみんなに伝えたいこと
だったり、自分について新しく気づいたこと
だったりを書いてよいことを伝える。

記入時間は5〜10分、様子を見つつ進める。
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授業のまとめの時間を考慮しつつ、班内で発
表を行う。

用紙の、枠内がグレーになっている部分を共
有するよう伝える。
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わたがしが伝えたいこと3つを最後に話す。

1つ目は対話の大切さ。
人と話すことで自分を知れる。だから対話は
重要。ただそれ以前に、相手のことを知ろう
とすること、相手のことを考え、歩み寄るこ
とは大切なこと。相手と自分は考えているこ
とが違うことは当たり前。だからこそ尊重し
合わなければいけない。
“対話”をしようとする気持ちはこれからも
大切にしてほしいと伝える。

2つ目は自分を知ることの大切さ。
リフレクションの中にも『◯◯をされたら悲
しい』『落ち込んだ時にはこうした、こうし
てほしい』ということがあったように、自分
の取り扱い方を自分でわかっていれば、より
楽しく生活できるということを伝える。
また、生きていく中でたくさん行うことにな
る“選択”をより自分のためになるものにする
ためにも自己理解は必要であることを話す。

① ②
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3つ目は自分を知ることは楽しいという
こと。
あまり難しく考えず、
楽しみながらこれからも自分について考え、
興味を持っていってほしいと伝える。


